
 

 

 

 

震災後の原子力発電所による電力供給が不安定な中、電力需要が増加するこれからの季節

に、各電力会社からこの冬も節電率を示しながら節電の要請が発表されています。 

 未だに原子力発電所の再稼働が不透明の中、高止まりの化石燃料等による発電コストの電力

料金への上積みも危惧されるところです。 

このような状況下、電力需給の状況を正確に把握し事前の対策を検討することは経営上必須

であり、節電だけにとどまらず省エネルギー対策を実施することは会社利益を考える上でチャ

ンスでもあります。 

今回、九州経済産業局の電源開発調整官より九州管内の電力需給の見通しと節電の必要性に

ついて説明していただき、企業の節電対策の支援に資する国の助成事業をご紹介いただきま

す。 

さらに、「利益に直結する省エネ」と題して省エネの具体的な対策を解説していただき、今

後の電力需給やエネルギーコストについても解説をいただきます。 

多数の方々のご来場をお待ち致しております。 

 

 日時・実施場所： 

平成 24 年 1 月 31 日（火） 13 時 30 分より 16 時 八代商工会議所 中会議室 

 講師： 

田上 哲也氏 九州経済産業局 資源エネルギー環境部電源開発調整官 

国徳 和秀氏 フォーイーズ 代表 

 受講対象者： 

 県内製造企業 経営者、総務・管理関係者 

 参加費： 

  無料 

 主催： 

 財団法人くまもとテクノ産業財団 


